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R 5 　AUT （一社）日本建設機械施工協会
中国支部

働き方改革と地域の安全安心
� 中国地方整備局
� 企画部長　舟橋　弥生

（一社）日本建設機械施工協会中国支部会員の皆様には、平素より中
国地方整備局の進める国土交通行政に対し、ご支援、ご協力を頂き厚く
御礼を申しあげます。
中国地方は、今年 ６月末の豪雨災害で山口県、 ８月の台風 ７号により
鳥取県、岡山県北部を中心に大規模な災害となりました。中国地方整備
局では、被災直後からTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）による応急
対応や被害状況調査等を行ってまいりました。現在は、自治体などが総力を挙げて復旧・復興を進め
ており、中国地方整備局におきましても、これらの取り組みに寄り添った支援に取り組んでいます。
災害時の応急対応、その後の復旧・復興を通じて、建設業が「地域の守り手」であることを、多くの
方々にご理解を頂いているものと認識しています。
国土強靱化基本法が今年 ６月に改正され、「国土強靱化実施中期計画」の策定が法定化されまし
た。この中期計画は、実施すべき施策内容や目標、規模などを定めるものであり、これに基づき国土
強靱化対策を進めていくことになります。「国土強靱化のための ５ヶ年加速化対策」は ４年目となり
ますが、最終年を見据え、国民の命と暮らしを守るため、関係機関等と連携し、防災・減災、国土強
靱化対策を推進してまいります。　
建設業界全体では、就業者の高齢化の進行、労働者不足の深刻化、生産年齢人口の減少などの構造
的な課題に加え、202４年問題、時間外労働時間の上限規制への対応などにも直面しており、建設産業
における「担い手確保」、「働き方改革」が喫緊の課題となっています。これら課題への対応としまし
て、「新・担い手三法」の円滑な施行とともに、i-Constructionの推進を行っていますが、引き続き、
自治体や中小企業がICTを導入しやすくなる環境整備、検討を進めます。令和 ５年度からのBIM／
CIM原則適用や全ての工事での週休 2日工事の標準適用など、建設業界の実情を鑑みた工事・業務に
おける発注方式・要件設定などの試行、見直しも引き続き行います。
中国地方整備局では、自治体、建設業界等と連携し、インフラ分野のデジタル・トランスフォー
メーションを推進しています。整備局では「中国地方整備局インフラ推進計画」を策定し積極的に取
り組みを進めており、今年の ７月1８日に中国インフラDXセンターを開所（暫定）しました。
一方、中国地方の自治体では、少子高齢化、巨大災害リスクの切迫と言った、地域の持続性、コロ
ナ禍を経た暮らし方、働き方の変化など、時代の重大な岐路に立っており、「未来に希望を持てる国
土の将来ビジョン」が必要となっています。今年 ７月に第三次国土形成計画が閣議決定され、中国地
方整備局としましても中国圏の広域地方計画の策定に向けて、関係自治体との連携を図って参りま
す。
結びに、（一社）日本建設機械施工協会中国支部におかれましても、建設分野の「働き方改革」と
「地域の安全安心」の実現に向け、更なるご協力・ご尽力をお願い致します。



令和 ５ 年度 災害時の『情報伝達訓練』を実施
【背景】
平成24年 4 月 2 日に（一社）日本建設機械施工協会中国支部の支部長と中国地方整備局長において
『災害時における中国地方整備局所管施設の災害応急対策業務に関する協定』を締結しており、災害
時に中国地方整備局の施設等が災害を被り、①応急対策（機械設備・排水ポンプ車）や②情報提供
（建設機械・遠隔操縦式建設機械）の支援要請があった際、当協会が会員の協力のもと支援を行うも
のとしています。
コロナ禍以降は情報伝達訓練が実施できていませんでしたが、当該協定の再認識及び要請があった
際に迅速かつ的確な対応がとれるよう、当支部事務局と支部長等・各班長・会員間での『情報伝達訓
練』を対面で実施しました。

【訓練概要】
①新規に『要請依頼様式』を作成し中国地方整備局と事前調整。
　 4 班毎の要請内容を準備。
②訓練一週間前に、訓練内容等を関係者に周知及び協力依頼。
③�令和 ５年 ９ 月 4 日（月）13～1５時に事務局・企画部会担当・各班長が対面参加のもと、下図の流れ
で実施。

④�伝達先・時間、報告受領先・時間、再度伝達先・時間をチェック
リストに記入し、随時状況を把握・共有。
⑤�訓練終了後、各参加者全員での意見交換及び今後の対応をとり
まとめ。

【参加者】
当該協定の実施体制に基づく関係全会員が参加。
［（内訳）事務局 ６人・支部長等 3人・各班長 4人・会員38社］

【今後の主な改善点等】
・本訓練の目的達成と課題把握・今後の対応整理が概ねできた。
・限られた訓練時間であり返信がなかった社へのフォローアップ。
・手戻りがないよう事務局から支部長等・各班長へのメールの定型文の作成が必要。

情報伝達訓練状況



経営者向けインフラDX体験セミナー
令和 ５年 ９月27日（水）に島根県建設技術センターの主催、島根県i-Construction推進連絡会の後援
により、隠岐建設会館で「経営者向けインフラDX体験セミナー（隠岐会場）」が開催されました。
このセミナーは、ICT利用の普及促進のため、経営者層に向けて導入メリットなどをアピールする
ことと、他の中小企業によるICT機器導入の先進事例の紹介、あわせてICT建機のデモンストレー
ション・実際に体験して頂くことを目的に開催されたもので、参加者は21名でした。
隠岐会場以外にも、東部会場が10月2５日（水）に松江市の
くにびきメッセで参加者2６名、西部会場が10月2６日（木）に
浜田市のサンマリン浜田で参加者21名で同様の内容で開催
されました。

隠岐会場の座学の内容は以下のとおりです（敬称略）。
・講演「i-con・ICT活用工事の目的とこれから」
　　　　国土交通省中国地方整備局　近藤　弘嗣氏
・ICT活用工事事例紹介
　　　　（株）竹田組　竹田　栄人氏
・島根県の支援制度紹介
　　　　島根県土木部技術管理課　田中　智朗氏

実体験の内容は以下のとおりで、開催にあたりご協力頂きました（一社）日本建設機械施工協会中
国支部会員の皆様方に、この紙面の場を借りて御礼申し上げます。

・杭ナビショベル（（株）原商）　　・Field-Terrace現場計測アプリ（福井コンピュータ（株））
・快測Scan（（株）建設システム）　・ 3 D計測ツール（（株）ジツタ中国）�

今回のセミナーの参加動機は下記のとおりで、この分野への非常に関心が高い事が伺えます。ま
た、セミナーの評価は有意義で、参加者からは定期的なセミナーの開催の声もありました。
（プライバシー保護のため写真は一部加工しています）

講演状況（隠岐会場）

体験状況（隠岐会場）

体験状況（隠岐会場）





■令和 ５ 年 ６ 月30日からの大雨に対する活動
梅雨前線の活動が活発となり、山口県で線状降水帯が発生し、各地で浸水等

の被害が発生しました。発災直後より、災害対策用ヘリコプターによる被災状況
調査や山口県美祢市へ給水機能付散水車の派遣、TEC-FORCEによる被災状況調
査等を行いました。

■令和 ５ 年 台風 ７ 号による大雨に対する活動
鳥取県東部及び岡山県北部に甚大な被害が発生し、鳥取県からの要請を受け

て孤立集落解消に向けた照明車や散水車の派遣を行いました。
また、岡山県鏡野町へ応急組立橋（ 1橋）の貸与を行う予定です。

■ニーズ・シーズマッチング　現場試行完了、マッチング成立
令和 4年度に現場試行を行った技術のうち、「IOTカメラによる河川水位監視

システム」、「画像センシング技術の活用によるDX」及び「全自動ドローン」の
現場試行が完了しました。試行結果については、NETISホームページに掲載しています。

また、令和 ５年 3月～ ６月にかけて公募した技術シーズについて、 4件の技術のマッチングが成立しま
したので紹介いたします（下表参照）。

表　現場ニーズ・技術シーズ　マッチング成立

■中国インフラDXセンター暫定運用開始について
中国技術事務所で「中国インフラDXセンター」の暫定運用を令和 ５年
7 月18日に開始し、一部のDX技術について体験申し込みができるよう
になりましたのでお知らせいたします。

■GX建設機械の認定制度が開始しました。（国土交通本省の取り組み紹介） 
国土交通省では、建設施工現場における電動建設機械の普及を促進し、脱炭素化を図

るため、令和 ５年10月17日から電動油圧ショベル及び電動ホイールローダの 2種類の電
動建設機械に対して、GX建設機械認定制度の申請受付を開始しました。
初回申請受付は、令和 ５年10月17日～12月12日まで、初回認定は12月中の予定です。

以降は、随時申請受付を予定しています。

山口県美祢市の活動状況
派遣期間 7月1日～11日

鳥取市佐治町の活動状況
派遣期間 8月17日～31日

IOTカメラによる河川水位監視
システム〔（株）イクシス〕

全自動ドローン
〔（株）フジタ〕

画像センシング技術の活用によるDX
〔（株）中電工〕

URL：https://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/

国土交通省コーナー
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お知らせコーナー
今後の行事予定
日　時 区　分� 行　　　事　　　名 内　　　　　　　　容 備　考

令和 ５年
11月17日（金）

意　見
交換会

中国地方整備局との意見交換会
中国地方整備局と（一社）日本建設機械施工協会中
国支部との「意見交換会」

会　員

令和 ５年
12月 4 日（月）

意　見�
交換会

中国地方整備局との意見交換会
中国地方整備局と（一社）日本建設機械施工協会中
国支部との「機械設備関係意見交換会」

機械設備
関係会員

編集後記

　季節は、あっという間に大好きなスポーツの秋、読書の秋も過ぎようとしているこの頃です。年末に向け 1年の
総決算の準備に入りたいと思います。
　スポーツと言えば、今年もカープ選手の活躍に刺激をもらいました。
　また、来年には広島サッカースタジアムの開業が予定され、建設工事も進んでおります。
　魅力ある施設が、より一層、応援するファンと一体になり、ゲームを盛り上げます。
　建設工事に携わる方々に感謝いたします。
　環境変化の激しい時代ですが、どの世界にも大切なチームワークをスポーツから学び身近な現場で活用できれば
と思います。
　引き続き当協会へのご支援を宜しくお願いいたします。
　最後になりましたが皆様のご健康とご活躍をお祈り申し上げます。


